様式６－２
	     　　　技 術 者 兼 任 届（特例１号）
　　年　　月　　日
　（あて先）名古屋市交通局長

　　　　　　　　　　　　　　　　　受注者（住所）
　　　　　　　　　　　　　　　　　
                                        （氏名）　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　
　
　建設業法第26条第3項第1号（専任特例１号）を適用し、　　　技術者を兼任配置したいので届け出ます。
なお、工事の履行に当たっては、別添のとおり兼任する他工事と連絡体制を整え、当該工事現場における技術上の管理及び当該建設工事の施工に従事する者の技術上の指導監督の職務運営など適切に行います。
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注１：本届は、各工事の監督員に提出すること。
注２：添付書類　	① 施工連絡体制（監理技術者が不在時の体制がわかるもの）
　　　　　　　　	② 兼任する工事の契約書(写し)
　　　　　　　　	③ 監理技術者制度運用マニュアル（国土交通省）の「三（２）① 6）ニ」に
定められた下記の内容を確認できる資料
（1） 当該建設工事の名称及び工事現場の所在地
（2） 当該建設工事の内容（建設工事の種類）
（3） 当該建設工事の請負金額
（4） 工事現場間の移動時間
（5） 下請次数
（6） 連絡員の氏名、所属会社及び実務の経験（実務の経験は、土木一式工事
又は建築一式工事の場合に記載）
（7） 施工体制を把握するための情報通信技術
（8） 現場状況を把握するための情報通信技術
